Webサイトタイトル取得API概要

1. APIの概要
このAPIは、HTTP GETリクエストを受け付け、urlパラメータで指定されたウェブページのタイトルを返します。レスポンスは常にJSON形式であり、リクエストが成功したかどうかにかかわらず、title、status、そして場合によってはerrorの各フィールドを含みます。

2. リクエストフォーマット
APIを利用するには、以下のような形式でリクエストを送信します。
· メソッド: GET
· エンドポイント: http://あなたのドメイン/get_title_revised.php
· パラメータ: url
· 必須: はい
· 値: タイトルを取得したいウェブページの完全なURL（例: https://example.com/page.html）
リクエスト例:
Plaintext
GET https://reader.kohun.net/tool/title-api.php?url=https://www.google.com

3. レスポンスの仕組み
APIは、内部でcURLライブラリを使用し、指定されたURLにアクセスします。取得したHTMLコンテンツとHTTPステータスコードを基に、以下の3つのパターンでJSONレスポンスを生成します。
パターン1: 成功レスポンス (HTTPステータスコード 200番台)
· 条件: ウェブページが正常に取得され、HTTPステータスコードが200から299の間である場合。これには、リダイレクト後の最終的なページの成功も含まれます。
· 出力:
· title: 取得したウェブページの<title>タグの内容。
· status: 最終的なHTTPステータスコード（例: 200）。
· 例:　【JSON】
{"title":"Google","status":200}
パターン2: エラーページからのタイトル取得 (HTTPステータスコード 400番台, 500番台)
· 条件: 指定されたURLがエラーページ（例: 404 Not Found, 403 Forbidden, 500 Internal Server Errorなど）を返した場合。多くのウェブサイトは独自のエラーページを用意しており、そのページにもタイトルが存在します。
· 出力:
· title: エラーページの<title>タグの内容。
· status: エラーを示すHTTPステータスコード（例: 404）。
· error: エラーコードを含む説明文（例: "HTTPエラー: 404"）。
· 例:　【JSON】
{ "title": "404 Not Found", "status": 404, "error": "HTTPエラー: 404" }
パターン3: 取得失敗レスポンス (HTTPステータスコード 0)
· 条件: URLの形式が無効である、タイムアウトが発生した、またはサーバーにアクセスできないなど、cURLがHTTPステータスコードを取得できなかった場合。
· 出力:
· title: "タイトルなし"という固定値。
· status: 0。これはcURLがステータスコードを取得できなかったことを示します。
· error: 取得失敗の原因を示唆するメッセージ。
· 例:　【JSON】
{ "title": "タイトルなし", "status": 0, "error": "ページの取得に失敗しました。タイムアウト、または無効なURLの可能性があります。" }

4. 特記事項
· リダイレクト: このAPIはCURLOPT_FOLLOWLOCATIONが有効なため、自動的にリダイレクトを追跡し、最終的なリダイレクト先のページのタイトルを取得します。
· セキュリティ: CURLOPT_SSL_VERIFYPEERをfalseに設定しているため、SSL証明書の検証を行いません。本番環境でこのAPIを使用する場合は、セキュリティ上のリスクを考慮してこの設定を見直すことを推奨します。
· 文字コード: 出力は、タイトル・エラー等のすべてにおいて、HTMLエンティティをデコードし、UTF-8（Unicode）で出力されます。これにより、日本語などの特殊文字も正しく表示されます。
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